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都道府県番号 ２９

都道府県名 奈良県

【 ①□ ②□ ③□ 】a

＊重点をおいた観点にチェックすること

Ⅰ 学校の概要（平成15年４月現在）

学校名 橿原市立真菅小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 障害児学級 計 教員数

学級数 3 3 4 4 4 3 2 23

33

児童数 107 119 134 137 134 113 3 747

Ⅱ 研究の概要

（１）研究主題

支え合い励まし合い、共に育ち合いながら、主体的に学習や問題解決に取り組む児童の育成

－児童の学力の評価を生かした指導の改善について－

（２）研究主題設定の趣旨

児童の学力の評価は、日々の授業においてなされる評価を総合して行われ、日々の授業の評

価は、学習のねらいに則した評価規準をもって行われる。そのため、児童一人一人を正しく評

価するためにも、指導の前に学習のねらいや評価規準・指導計画を作成しておくことが必要と

。 、 、「 」「 」「 」 、なる さらに 評価を いつ どこで どのように するのかについての前もっての計画や

事後に「どのような手だてを行うか」を指導前に計画しておくことが大切である。そして、評

価することにより、授業や指導計画を見直し、児童一人一人の学習意欲を高めることが大切で

ある。

本校では、算数科で少人数指導を行い、その指導においても、的確な評価を心がけ、児童の

学習に対する意欲が高められるような指導と評価の一体化を目指した。
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Ⅲ 研究の概要

（１） 研究推進体制の工夫

研究組織図・研究構造図：後述

（２） 研究の実際

① 指導のねらいと評価規準の作成・評価方法の確立

。 、授業のねらいと評価規準とが整合性をもっているかどうかを十分吟味した 評価方法については

、 、 、 、 、授業実践例にも示してあるように それぞれの授業の内容に合わせて 行動観察 発表 プリント

ノート等を考えた。特に授業中の評価については、ねらいや評価規準を明記した名簿に記録するな

ど素早くできる方法をとり、授業後に個人カルテに記録するというスタイルを基本とした。

② 指導方法の工夫

○ 少人数指導による学習形態

評価規準をもとに、児童一人一人の評価をする上で課題となるのは、いかに40人近い児童を評

。 、 、価するかである １時間で40人を的確に評価することは難しいが 少人数指導にすることにより

クラスの児童を評価する上で大きな効果がある。教師はこれまで以上に一人一人の児童にかかわ

ることができ、よりきめ細かな児童の理解と評価ができるようになる。

○ 学習集団編成上の工夫(評価の工夫)

算数科では｢関心・意欲・態度｣｢数学的な考え方｣｢表現・処理｣｢知識・理解｣を評価の観点とし

ているが 「図形」領域は、算数科でも他の領域とは違った児童の理解がみられる 「数と計算」、 。

領域は得意としていた子が「図形」領域を苦手としたり、またその逆もよく見られる。その理由

は、児童の図形認知度が影響していると思われる。立体の認知度には、児童のこれまでの生活経

験等も大きく影響すると考えられる。そこで、認知発達研究所が出している図形の認知度を測る

テストの中から、立体図形の認知にかかわると思われる問題を抽出し、テストを事前にすること

にした。そのテスト結果を基に、平面上の立体空間の認知の高い学習集団「ばりばりコース」と

低い学習集団「ゆったりコース」との２つに分けることにした。認知度による評価をもとに学習

集団を編制し、それぞれの集団の児童に適した指導計画を組み、学習内容を吟味することで、子

ども一人一人に確かな学力が身に付いてきた。

③ 指導の概要 ＜授業実践例＞－－－６年算数

○ 単元 「体積」

○ 単元目標

身の回りにある物の体積に興味をもち、それらの体積を求めようとする。・

(関心･意欲･態度）

・ 体積の単位（１ ・１㎥）をもとに立方体、直方体あるいはそれらが組み合わさった立体の体㎤

積の求め方や公式の意味を考えることができる。 （数学的な考え方）

・ 立方体、直方体あるいはそれらが組み合わさった立体の体積を公式を使って求めることができ

る。 (表現･処理)

・ 体積の意味と単位・測定の意味を理解し、立方体、直方体あるいはそれらが組み合わさった立

体の体積が計算によって求められることを理解している。 (知識･理解)
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○ 評価規準

評価の観点 評 価 規 準

、 、 。算数への関心・意欲・ ①身の回りにある物の体積に興味をもち 進んで調べたり 比べたりしようとする

態度 ②1㎥の立方体の形を進んで作ろうとする。

数学的な考え方 ①面積と同じように単位の大きさを決め、数値化して体積の比べ方を考えることが

できる。

②立方体、直方体の体積の公式を考えることができる。

③立方体、直方体が組み合わさった立体の体積を複合した図形の面積の学習をもと

に考えることができる。

数量や図形についての ①体積の単位関係を考え、必要な辺の長さを測り、立方体、直方体あるいはそれら

表現・処理 が組み合わさった立体の体積を公式を用いて求めることができる。

②辺の長さがｍ単位で表示している立方体や直方体の体積を公式を用いて求めるこ

とができる。

③容器に入るものの体積を求めることができる。

④いろいろな立体の体積を求めることができる。

数量や図形についての ①体積の意味を理解している。

知識・理解 ②体積の公式の意味や用い方を理解している。

③直方体の高さと体積の関係を理解している。

④体積を表す単位㎥の意味や㎥と㎤との関係を理解している。

⑤内のりの意味を理解している。

⑥体積の単位 、㎥と の関係を理解している。㎤ ℓ

○ 指導と評価の計画（全１1時間） ( 評価規準は４の評価規準の番号を記入 )

次 時 学 習 内 容 評価規準 評価方法

ゆったり ばりばり 関 考 表 知

１ １ ･かたまりのかさを比べる方法（本時） ① 行動観察､発表､

プリント

１ ２ ･体積の意味、体積の単位 ① ① 観察､ノート

３ ２ ･直方体、立方体の体積の求め方、求積公式 ② ② 観察､ノート

４ ３ ･求積公式の適用 ① ③ ノート

５･６ ４･５ ･複合した立体の体積の求め方 ③ プリント､

発表

７ ６ ･体積の単位 ② プリント

２ ･体積の単位の相互関係 ④ ノート

1㎥＝1000000ｃ㎥

８ ７ ･入れものに入るかさ ③ ⑤ 観察､

３ プリント

９ ８ ･体積の単位の相互関係（1㍑＝1000ｃ㎥） ⑥ ノート

10 ９ ･1㎥の量感 ② 観察

４ 11 10･11 ･補充的な学習 （ゆったり） ノート､

･発展的な学習 （ばりばり） ④ プリント
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○ 授業の流れ

＜ゆったりコース＞ 16人 ☆評価 ＜バリバリコース＞ 22人 ☆評価

ねらい ねらい

・立体のかさの大きさを比べる方法を進んで ・身の回りにある物の体積に興味をもち、進ん

考え、調べようとする。 で調べたり、比べたりしようとする。

・体積の意味を理解する。

・単位の大きさを決め、体積の比べ方を考える

ことができる。

1. いろいろな立体のかさの大きさを比べる。 1. 身の回りにあるいろいろな物の大きさについ

て話し合う。

直方体（１ ×５ ×５ ）と立方 2. ブロックを組み合わせた立体のかさの大きさ㎝ ㎝ ㎝

体(一辺３ ）のかさは、どちらがどれ の違いを調べる。㎝

だけ大きいでしょう。 3. 立体の体積をどちらがどれだけ大きいかを調

べる方法について考える

2. ２つの立体のかさを比べる方法を考える。

㎝ ㎝＜予想される児童の考え＞ 問題 「立方体(一辺５ )と直方体(10

×10 ×１ )の体積は、どちらがどれだ㎝ ㎝

・重さで比べる。 け大きいだろうか 」。

・水につけて比べる。

・積み木の数で比べる。 4. 考えた測定方法で確かめる。

など ☆ 進んで調べようとしているか。

☆ 単位の大きさを決め体積を比べようとして

3. 自分の考えた方法で、実際に調べてみる。 いるか。

☆ 進んで調べようとしているか。 5. 比べた方法をまとめる。

4. 調べ方と結果をまとめ、発表する。 6. まとめ

・ワークシートにまとめたものをもとに発表 一辺１ の立方体が体積の基本単位であるこ㎝

する。 とを知る。

5. 各グループの発表をもとに、話し合いをす

る。

6. 次時の予告を聞く。

（３）研究の成果と課題

、 、今回の体積の学習は 授業前の図形に関する認知度テストで学習集団を分けるという方法をとり

その結果も考慮に入れてそれぞれの集団に応じた学習内容を用意した。そのことにより、児童の学

習理解を深められたと判断できた。

授業毎の評価も大切であるが、少人数指導のように特に習熟度で学習集団を編制する際には、事

前に行う学力・能力評価にいろいろな手段を検討することが大切であることを再認識した。

児童へのアンケートを６月と12月に実施（その結果は後述）しており、その調査では、学習意欲

の向上が裏付けられる結果が得られた。学習意欲の向上が学力の向上につながっているかどうかに
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ついては、標準化されたテストを実施したかったが、事前にテストをすることができず、次年度の

課題とした。

（４）研究成果の普及の方策

平成15年11月21日(金) 研究発表会を開催

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校

【学校規模】 ６学級以下 ７～１２学級

１３～１８学級 １９～２４学級

２５学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導

一部教科担任制 その他

【研究教科】 国語 社会 算数 理科

生活 音楽 図画工作 家庭

体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無

【特色ある取組事例としての紹介したいポイント（都道府県教育委員会記入 】）

指導と評価について、算数科における習熟の程度に応じた少人数指導における指導

計画、評価計画、実際の授業という形で紹介している。
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